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　茨城工場最大の特徴は、冷凍倉庫を備えた冷凍食品とデザートの
生産拠点であることだ。工場全体の延べ床面積が大規模であり、鉄
骨建て方をどこから進めるかという工程管理計画において、冷凍倉
庫と、それに関連する配管やダクトなどの設備の配置と施工順序が
重要な鍵となった。
　「冷凍施設をお施主様がいつから使用開始するか。そこが重要で
す。単にハードを建築するだけではなく、各部屋に必要な温度条件
に対する設備の冷やし込み工程を事前に計画するとともに、生産に
向けた施設内で稼動する客先工事の自動ラック及び各種生産機器の
組立工事工程を丁寧に調整することも大きな課題でした」
　工事を指揮した山内一王所長は、優先的に施工する工区の選定と
工程管理に注力した。大林組では現場ごとに所長方針が掲げられる
が、山内所長は「顧客満足の向上を目指した継続的改善の実践に基
づき、顧客が安心し、満足し、誇りをもって使うことの出来る建物
をご提供する」とした。「施工者は独りよがりになってはいけない
のです。お客様がどうして欲しいのかを理解し、それにふさわしい
ご提案を心掛けました」（山内所長）
　フジフーズ側は、今回の新工場建設で「今までの工場のイメージ
を覆す」プランを要望した。働く人には快適・安心・安全に、外来
者には建物自体を「魅せる」デザインとして興味を抱かせる等、内
外装の意匠のこだわりについても要求水準が高かった。何よりも短
工期でこれらの施工をどうクリアするかで、現場の総力が問われた。
　「当初より鉄骨図作図及び鉄骨製作期間が全体工程に支障をきた
す恐れがあったため、当社保有技術であるホール・イン工法を採用
し、鉄骨製作期間を確保しました。また、内装天井パネルを歩行パ
ネルとすることにより、天井内設備工事と天井下の内装工事を同時
作業可能とし、工期短縮を実現しました。作業の進捗や品質に対し
ての指示、安全や環境管理などあらゆる伝達は、ＩＣＴをフル活用
することにより職員、職長、作業員の全員が同時に情報共有できる
仕組みを導入して成果をあげています」（山内所長）
　場内では月に予定されている二期目の稼動に向けた工事が続
く。山内所長は「この工場から出荷された商品を店舗で見届けるま
で、気を緩めずに仕事を進めていきます」と決意を新たにした。
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　本工場は冷凍食品とデザートを製造する工場になります。菱形
の敷地に生産エリアを最大限確保しつつ、トラックヤードや駐車
場、エネルギー供給設備に排水処理設備など、多くの条件も満足
することが求められました。
　設計では各条件に対し運用面や環境面など様々な分析から最適
な配置計画をロジカルに導き出し実現しています。工場は屋上に
集約した重量のある設備機器の下部を、ショートスパンの柱割と
して小部屋の多い下処理・調理スペースにあて、広大なスペース
が必要な包装室には軽量な屋根としてｍのロングスパンを実現
させるなど、建築・設備を合理的に解き様々な要望に応えていま
す。１wayに整理したものの流れは包装以降に自動搬送システム
が採用され、建築設備との連動によって高い生産性を確保してい
ます。
　従業員の動線も交差汚染を避け、感染症対策も兼ねた１way動
線に食品工場の特徴的な行為を落し込み、従業員が迷いを生じな
いユニバーサルなデザインを目指しました。従業員送迎バスの停
車場でもあるｍ近いエントランスの庇はこの工場のアイコンと
なり、夜は菱形のモチーフが食堂の天井照明となって浮かび上が
ります。
　ここで働く方が活き活きと健康的に作業され、美味しい食品と
なって多くの人に届く事を楽しみにしております。
株式会社大林組　設計本部建築設計第六部　担当部長　清水英見
■工　事　件　名：（仮称）フジフーズ茨城工場建設計画
■建　設　地：茨城県八千代町菅谷－
■発　注　者：フジフーズ株式会社
■設計・監理：株式会社大林組一級建築士事務所、株式会社大林組工事監理一級建築士事務所
■施　　　工：株式会社大林組東京本店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：工場棟Ｓ造２階建て。建築面積，．㎡＋．㎡、延床面積，．㎡＋

．㎡
■工　　　期：年２月１日～月日


